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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

りすのナトキンのおはなし
ビアトリクス・ポター ／さく・え

いしいももこ やく
福音館書店 Sｴﾎﾝ

　あかりすたちがこのみをとりに、いかだにのってしっぽをほにして、みず
うみのしまへわたります。しまには、ふくろうのブラウンじいさんのいえが
あります。
りすたちはおみやげをもって、れいぎただしくじいさんにごあいさつ。ところ
が、なまいきなナトキンったら！

ちびフクロウのぼうけん

ノーラ・スロイェギン／文
みむら　みちこ／訳

ピルッコ・リーサ・スロイェギン／
絵

福音館書店 ｴﾎﾝ／ｽ

　ちびフクロウが、ねるじかんにもりにあそびにでかけます。ウサギさんに
であい、とびたくなります。クマさんにであい、おおきいからだにのぼりたく
なります。リスさんにであい、ながいしっぽにあこがれます。フクロウのか
らだにはなにがあるのだろう？

ふくろうのそめや 奥山　多恵子／文・絵 福音館書店 ｴﾎﾝ/ｵ

　むかし、とりにはいろやもようがついていませんでした。  そこで、そめも
のやのふくろうに、 はねをそめてもらうことにしました。  ふくろうは、それ
ぞれににあういろにはねをそめました。ところが、からすはとちゅうであれ
これとちゅうもんするので…。

シマフクロウとサケ
宇梶　静江／古布絵制作・再

話
福音館書店 ｴﾎﾝ／ｳ

むらのまもりかみ、シマフクロウのカムイチカプのわたしがやまをくだる
と、サケのむれがやってきました。せんとうのサケはわたしをうやまいます
が、どんじりのサケはうみのみずをまきちらしたので、わたしはきんとぎん
のひしゃくでうみをひあがらせます。かみさまがかたるアイヌのえほんで
す

ねむれないふくろうオルガ
ルイス・スロボドキン／作

三原　泉／訳
偕成社 ｴﾎﾝ/ｽ

 ふくろうのオルガは、ねるじかんになっても、ねむれなくてこまっていま
す。しまり  す、オポッサム、あおかけす、こまどりがやってきて、いろんな
ねむりかたをおしえてくれますが、オルガはねむれません。そこへ、つぐ
みがやってきて、すてきなねむりかたをおしえてくれました。それは・・・

かあさんふくろう
イーディス・サッチャー・ハード／

作　クレメント・ハード／絵
おびか　ゆうこ／訳

偕成社 ｴﾎﾝ/ﾊ

  りんごのきのすあなのなかで、かあさんふくろうがたまごをあたためる。
たまごはつぎつぎわれて、４わのひながうまれた。とうさんとかあさんはひ
なたちにえさをあたえ、きけんなどうぶつからまもる。 やがてこどもたちは
すだち、また、あたらしいいのちがうまれる。
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